
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２１年４月２３日 

令和３（2021）年度第１回定例記者会見 

日時： ２０２１年４月２３日（金）１４：００～１５：００ 

場所： 本学事務局３F 大会議室  

 

 

 

新型コロナウィルス感染防止対策をし、開催します。 

 

※多数のご参加お待ち申し上げます。 

                ＜本件連絡先＞ 

                総務課広報係 岡崎・高柳 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

＜記者会見項目予定＞ 

① 大学発ベンチャー 株式会社パワーウェーブ発足 

 ～未来の基幹インフラ「ワイヤレス給電社会」構築を目指して～ 

 【未来ビークルシティリサーチセンター 特任助手 阿部 晋士】（別紙１参照） 

② 人を育て、未来をひらく  

 ２０２１年度の社会人向け実践教育プログラム 

 産業技術科学分野 １２講座（新規２講座） 

 地域社会基盤分野  ５講座（新規１講座）でスタートします！ 

 【社会連携推進センター長/教授 加藤 茂】（別紙２参照） 

③ 定例記者会見日程について（別紙３参照） 
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＜別紙１＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年４月２３日 

 
＜概要＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学における研究開発の成果を生かした大学発ベンチャー認

定企業、「株式会社パワーウェーブ」を 2021 年 3月 22 日に発足させました。 脱炭素社会に

必要不可欠となる電気の供給を、移動物体に対してワイヤレスに実現する新しい技術ワイ

ヤレス給電と、その実用化のためのモジュール化とサービス展開を行います。 

 

＜詳細＞ 

【サービス内容】 

充電ケーブルを接続することなく床や地面、 道路からロボットやモビリティ、 電気自動

車に電気を伝えるワイヤレス給電システムを提供します。 電気を送る給電ユニットを商業

施設や工場に敷設します。 電気を受け取る受電ユニットをモビリティメーカやロボットメ

ーカに供給します。 それぞれのユニットを共通規格として提供する(モジュール化) こと

で、 どこでもどんなものでもワイヤレスで充電される「ワイヤレス給電」社会を構築しま

す。 

【社会的背景】 

地球温暖化・化石燃料の枯渇に代表される地球規模の課題に立ち向かうべく、 カーボン

ニュートラル政策が我が国では推し進められています。 C02 の排出量を減らすため乗り物

の電動化が進められています。ガソリンエンジンよりも発電所での発電効率、 送電網の伝

送効率およびモーターでの変換効率が勝っており、 電動化によって CO2 の排出量削減が期

待できます。また、 発電方法は化石燃料の燃焼による火力発電だけでなく、 太陽光や風力

を用いた再生可能エネルギーを用いることで更なる排出量の削減も期待できます。 

しかし、 電動化はなかなか進みません。 原因は電気の根本的な性質です。電気は配電網

や通信網を代表するように空間的伝搬には優れた特性をもちますが、 電池のような時間的

伝搬は苦手です。これは石炭やガソリンのような化石燃料とは対照的です。例えば、 ガソ

リンを空間的に伝搬するためにはタンカーやタンクローリーを用いてゆっくり運ぶことに

なりますが、 時間的に伝搬するためにはただタンクに入れておけばよいです。一方、 電池

に電気を蓄えて走行する現状の電気自動車では、 充電するまでの配電はガソリンよりも優

れますが、 乗り物にエネルギーを蓄えて走る部分では圧倒的に不利です。そのためバッテ

リーの課題から電気自動車等の普及がなかなか進みません。 

【目指す社会】 

そこで、 電気を車体に貯めて使うのではなく、 使うときに供給して走る走行中給電がこ

の問題を解決し、 電動化を実現するブレークスルーとなるとパワーウェーブ社は考えてい

ます。 そのために道路や床の下から電力を供給し、 走行中に電力を供給します。 道路下・

大学発ベンチャー 株式会社パワーウェーブ発足 
～未来の基幹インフラ「ワイヤレス給電社会」構築を目指して～ 
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床下から電力を供給するためにワイヤレス給電技術を応用します。 

このようにワイヤレス給電技術を利用することで現在大きな課題とされている電気自動

車のようなモビリティのエネルギー問題を根本解決し、 日本ひいては世界のために貢献で

きます。 

【豊橋技術科学大学における研究開発成果の活用】 

豊橋技術科学大学波動工学研究室における研究開発成果 「電界結合方式による走行中ワ

イヤレス給電」を活用し電気自動車やパーソナルモビリティ、 サービスロボットへのワイ

ヤレス給電インフラを社会実装します。 大学における理論構築・設計法確立・実装技術を

活かし新しい電動化社会を創造します。 

 

＜今後の展望＞ 

ワイヤレス給電社会実現には 3つのステップがあると考えています。 それは駐車時に人

手を介さずに自動で充電される 1. ワイヤレス停止中充電、 決まった経路を走っている間

に走行電力および充電電力が供給される 2. ワイヤレス線上走行中給電、 そして経路を限

定せず床の上どこでもいつでも電力が供給される 3. ワイヤレス面上走行中給電です。  

最初のステップとして 2021 年 10 月頃に中部国際空港においてパーソナルモビリティおよ

びロボットに対するワイヤレス給電システムの実証実験(*)を実施します。 その後も給電対

象を限定せず AGV や直交ロボットなど様々な電気機械等に実装することで利用の幅を広げ

未来の機関インフラを目指していきます。 

(*)愛知県『知の拠点あいち重点研究プロジェクトⅢ”小型ビークルのためのワイヤレス電力伝送システム“』および愛

知県『あいちスマートサスティナブルシティ共創チャレンジ “空港内で使用するロボットに利用可能である、ワイヤレ

ス給電の社会実装に挑戦”』にて実施。 

 

 株式会社パワーウェーブは、豊橋技術科学大学 大学発ベンチャー第 3号として認定

し、称号の授与式を行いました。 

 会見当日に、阿部 晋士特任助手より詳細について発表します。 

本件に関する連絡先 
広報担当：総務課広報係 岡崎・高柳 

TEL:0532-44-6506 FAX：0532-44-1270 
Email: kouho@office.tut.ac.jp  

認定授与式の様子 
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＜別紙２＞ 
 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２１年４月２３日 

 

 
＜概要＞ 

社会連携推進センターでは、2016(平成 28)年度より高度技術者育成を進める社会人向けの

実践教育プログラムを開講して参りました。昨年度は新型コロナ感染拡大防止のため対面

が必須の講座を中止としたものの、9 講座を遠隔講座として実施し 143 名の方に受講いた
だきました。2021年度は17講座について、感染状況を見ながら遠隔開催も含め開講予定で
す。ご活用をお願いいたします。 

＜詳細＞ 

 

●社会人向け実践教育プログラムについて 
下記の２つのカテゴリーのプログラムがございます。 

Ａ）産業技術科学分野  先端ものづくりや起業など産業イノベーション人材の育成 
Ｂ）地域社会基盤分野  農業、防災など地域課題解決に資する地域イノベーション 

人材の育成 
●2021 年度の実施プログラムについて 
産業技術科学分野で１２件、地域社会基盤分野で５件のプログラムを実施予定です。 
下記ホームページに会見当日配布のパンフレットの内容を掲載いたしました。 
今後募集案内（開催日時、受講料）など詳細情報を随時更新していき 
ますので、ぜひご活用をお願いいたします。 
・社会人向け実践教育プログラム概要 

http://www.sharen.tut.ac.jp/program/  
・社会人向け実践教育プログラム一覧 

http://www.sharen.tut.ac.jp/program/list.html  

 
◆企業向け人材育成プログラム 

また、上記以外に個別企業向けのオーダーメイドのプログラムのご要望にもお応えします。 

お問い合せください。 

 

 

人を育て、未来をひらく 
２０２１年度の社会人向け実践教育プログラム 

産業技術科学分野 １２講座（新規２講座） 

地域社会基盤分野  ５講座（新規１講座）でスタートします！ 

本件に関する連絡先 
担当：  研究支援課 センター支援係   上田    TEL:0532-81-5188 
広報担当： 総務課広報係 岡崎・高柳 TEL:0532-44-6506 FAX：0532-44-1270 
Email:： kouho@office.tut.ac.jp  
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２０２１年度
社会人向け実践教育プログラム

2021年4月23日
豊橋技術科学大学定例記者会見

社会人向け実践教育プログラム 事業概要
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２０２１年度実施「社会人向け実践教育プログラム」
産業技術科学分野 ：ものづくり、起業

3

新規

新規

２０２１年度実施「社会人向け実践教育プログラム」
地域社会基盤分野 ：農業、防災関連

4

BP:文部科学省職業実践力育成プログラム

BP

新規

BP

BP

BP
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＜別紙３＞ 
 

令和３年（2021 年）度 定例記者会見日程予定 
 
 

   第１回  ４月２３日（金） １４：００～ 

   第２回   ５月２８日（金） １０：３０～ 

   第３回   ６月２５日（金） １０：３０～ 

   第４回    ８月 ６日（金） １０：３０～ 

   第５回   ９月１０日（金） １０：３０～ 

 第６回  １０月１５日（金） １０：３０～ 

 第７回   １１月２６日（金） １０：３０～ 

 第８回  １２月１７日（金） １０：３０～ 

 第９回   １月２８日（金） １０：３０～ 

 第１０回    ３月 ４日（金） １０：３０～ 

 
場所はすべて本学大会議室（事務局３階）を予定しています。 

コロナウィルス感染症拡大の状況によっては、オンラインにて開催することもあります。 

定例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。         

  以上 
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